
グループホームへの
薬局での

かかわりについて

当薬局は精神科、訪問看護師がいる
訪問看護ステーションと連携していますので

看護師をご紹介する事も可能です

株式会社まちかどメディカル
まちかど薬局



訪問看護ステーションとの連携
看護師のご紹介のメリット

当薬局は精神科、訪問看護師がいる
訪問看護ステーションと連携していますので
看護師をご紹介する事も可能です

訪問看護師がつくと医療連携加算がつく可能性が
あります。



入居者様のお薬管理
どうされていますか？

スタッフが日常業務の合間に受け取りに行っている

ご家族が毎回取りに行って届けてくれている

訪問の医師が往診に来て、薬剤師も訪問している
ので薬剤師に任せている



まちかど薬局のメリット
 薬を取りに行く時間が無くなる

 セットが大変な場合は簡単になる（薬局でカセットやカレンダーなどに入れてお渡しする）

ここからは他の薬局へ依頼するより良いメリットになります

 自立支援医療の指定薬局の変更（または追加）の手続きを薬局で行うため保健所へ手続き
に行く必要がない

 指定薬局の変更は行わず追加するため、今までの薬局に緊急時のみスタッフが持っていくことも
可能。
（当薬局でも緊急時の対応は行うので必要はないかもしれません）

 スタッフの異動で定期的に担当薬剤師が変わる場合も多いが
当薬局では毎回同じスタッフが対応するため内容・状況把握しやすくスムーズに対応できる

デメリット（初回のお手間）

【初回スタート時のみ】薬局の指定を追加するために委任状に本人またはご家族
後見人の署名が必要。他に施設様、利用者様へのデメリットはありません。



費用面について

 施設様の負担は一切ございません

 利用者様は生活保護、もしくは東京都医療費助成制度（９３）の公費を

お持ちの場合は費用負担はございません

 自立支援医療（２１）の公費のみをお持ちの方は、１割負担で１回につき

３２０円の負担がございます。

ただし、診察代・薬代で自己負担上限に達している場合は費用負担はございません

（この320円の負担については入居者様の状況によりご相談可能です）



まちかど薬局でお手伝いできること

①通院している病院に薬局から依頼して、

処方箋をFAXや郵送で送ってもらう許可をもらう

②いつも通り通院していただく

③薬局で薬を準備、セットする

④お届けしたものを受け取ってもらい、変更点や注意点を

スタッフの方に確認していただく

⑤残ってしまった薬などがあれば薬局で次回分に利用できる
よう工夫したり調整する。（医療費削減にもつながります）



まちかど薬局では施設様・利用者様のニーズ
に合わせた管理方法でお届けいたします



配薬ボックス
での管理

 病院勤務の看護師さんを
含め使い慣れている方が
多いのでヘルパーさんや
家族が介入しているときに
使いやすいと思います。



個人別に
ファイル形式
での管理
 頓服薬は表紙の内側のポ
ケットに入れて管理します。



カレンダー
管理

 頓居室に貼って
常に見える状態に
するため
飲み忘れが少なくて済むよ
うに管理します。



ボックス形式
の管理

 頓服薬は別のBOXに入れ
て管理します。
1か月分まとめて配薬できる
方など比較的管理ができて
いる方へお勧めします。



お届けに行かせていただく
まちかど薬局につきまして

 日本大学医学部附属板橋病院前。
「薬はここで」緑の看板が目印です。

〒173-0032

東京都板橋区大谷口上町32-6

TEL:03-6909-5326

FAX:03-6909-5327

URL: https://m-machikado.co.jp/



東京都板橋区大谷口上町32-6

TEL:03-6909-5327 FAX:03-6909-5328

URL: https://m-machikado.co.jp/
どんな事でもお気軽にご連絡下さい


